
日本デイケア学会評議員選挙細則
第一章　評議員
第1条







評議員は、正会員によって選挙され、総会の承認を経て任命される。
第2条
評議員は、正会員15名に対し1名とし、次の7地区を地区別選挙区とする。高齢者領域については別に全国選挙区を設け、その定員は3名とする。

1.
北海道・東北地区＝北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県
2.
関東地区＝茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県

3.
北陸・信越地区＝長野県、富山県、石川県、福井県、新潟県

4.
中部地区＝岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

5.
近畿地区＝滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

6.
中国・四国地区＝鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、
愛媛県、高知県
7. 九州地区＝福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県
8. 全国区＝高齢者領域

第3条
評議員の任期は、3年とし、次回選挙によって選出された評議員が総会承認を得た時点で、その任を終える。

第二章　選挙管理委員会
第4条
理事長は、会員の中より選挙管理委員若干名を委嘱する。

第5条
選挙管理委員に委嘱された委員は、ただちに評議員の選出に関する事務を管理し、正式に選出後、その任を解くものとする。

第三章　選挙資格

第6条
評議員選挙の選挙権及び被選挙権は、前年度までの会費を納入した正会員ならびに団体会員（選挙権代表者）に限られる。
第四章　選出方法

第7条
評議員は、地区正会員ならびに被選挙人登録された団体会員の中から、当該地区正会員ならびに選挙人登録された団体会員の投票によって選出する。
第8条
選挙管理委員会は、会員名簿（選挙人および被選挙人名簿）および所定の評議員候補者推薦届用紙を、会員に送付し、他薦または自薦による仮候補者を受け付ける。
第9条
選挙管理委員会は、推薦された仮候補者に受諾の意思確認を行い、決定した評議員候補者の氏名ならびに所属を全会員に告示する。
第10条
選挙管理委員会は、選挙権を有する会員に、評議員候補者の一覧（被選挙人名簿）および所定の投票用紙を送付し、選挙を実施する。ただし、候補者が当該選挙区の評議員定数を超えない場合には、無投票当選とする。
第11条
投票は無記名投票とし、地区ごとに一定数の連記形式とする。連記する数は、地区会員数を30で除し、小数点切り上げで算定する。
第12条
投票は郵便投票とし、所定の投票用紙を用いて、締め切り日（当日消印有効）までに選挙管理委員会に到着したものを有効とする。
第13条
告示した候補者以外の氏名を記載した場合、および氏名が特定できない票は、無効票とする。
第14条
当選者の決定は、有効投票の得票順によって上位からの定数までを当選とする。なお、同順位の場合は選挙委員会によって抽選決定する。また、選挙日から1ヶ月以内に当選者が何らかの理由で辞退した場合には、順次、次点者をもって当選とする。
第15条
選挙管理委員会は、当選者名を当選者に告知し、総会において投票数を含めた次点者までの選挙結果を会員に報告する。
第16条
選挙に関し不正行為をした者は、選挙権及び被選挙権を失う。不正行為の有無ならびに選挙権及び被選挙権を失う期日は、選挙管理委員会において決定する。
第17条
本細則に定める事項の期日ならびに本細則に定めのない事項については、選挙管理委員会が決定する。
附則
1．この細則は、平成19年9月14日から施行する。
2．この細則の変更は、総会の議決による。
（平成22年9月17日一部改正）

下線部：（平成25年10月11日一部改正）

平成26年度　地区別評議員数・投票時連記数

	選挙区
	評議員数
	連記数

	1．北海道・東北地区（71名）
	4
	3

	2．関東地区（112名）
	7
	4

	3．北陸・信越地区（34名）
	2
	2

	4．中部地区（43名）
	2
	2

	5．近畿地区（35名）
	2
	2

	6．中国・四国地区（32名）
	2
	2

	7．九州地区（53名）
	3
	2

	8．全国区高齢者領域（380名）
	3
	2



